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《参加申込み》[TpaC伝統文化交流協会]

■HP:httpsi//www.tpac.info/events/deta‖ /id=757&state=off

◎その他のお問合せは、ホームページまたはメールにてお願いいたします

(お問合せ専用)E―ma‖ :tpacdentobunka@gma‖ .com

至 日本橋

文明堂
カフェ
■

至 銀座 地下鉄 r東銀座」駅
(木挽町広場経由)直結

※当日、歌舞伎座正面玄関からの入場はできません

{地下鉄から】

東銀座駅から直結、歌舞伎座 B2「木挽町広場B内を
セブンイレブンに向かって進み、突きあたり左手奥
のエレベーターで 3階へ。

11'セ上から1

昭和通り沿いの、歌舞伎座タワー 「昭和通り口」

(松石ビルの隣)を 入リエレベーターで 3階へ。

歌舞伎座花篭講座 について

19世紀中頃からヨーロッパで起こった浮世絵

などの日本文化ブームは、西洋の文化芸術に

多大な影響を与えました。その魅力は物質的

なものというより、むしろ精神にありました。

日本の伝統芸能のシンボル・歌舞伎座の一角

で開校した 【歌舞伎座花篭講座】で、日本文

化が伝えるその精神に触れてみてください。

2025年 6月 26日 (木)14:30開始 開場14:00/終了16:00頃

歌舞伎座三階 花篭ホール

参加費 :4,000円 /青少年 1,000円 (※満12才～26才未満の学生の方/学生証提示)

難

>>>Tpacか らのお知らせ

◎ Tpac予約システム変更に伴い、申込みフォームからの予約受付が外部リンクヘと変更されております。

◎ 第 4回 DenBun能 『隅田川』/2025年 9月 23日 (火・祝)宝生能楽堂 (水 )
※ 花篭講座は会場都合により日程ごとに開始時間が変動します。必ず公式の HP、 チラシ、DM等でご確認くださし1。

・
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歌舞伎座

主催 :一般社団法人伝統文化交流協会 /後援 :古典の日推進委員会 /特別協力 :歌舞伎座サービス株式会社・ジヤポニスム振興会・株式会社能楽書林
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ブヽ E: 千戌24年 9月 オtイ子「古共の日に関する法在1に よう各年 11月 1日 が

~古
共の日」とオ]モ

EIソ、 ソノロ| され、国民が昔共に現しみ,むのようどころになるオ幾理が岐成されることが期待されています。


